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a, 対象：H 大学、3 年生112 名
b, 方法・制作時期：2014 年前期、保育内容指導法
　　　　　　　　　（言葉）の授業課題として作成した。


















































































































































































































































　　　　　  S 幼稚園5歳児クラス
　事例5　：②生態がわかり、文字による言葉の意味が
　　　　　　  うまく使えなければ答えが出ない






















































　　　　　  S 幼稚園5歳児クラス
カード10
T「かきはかきでも、火事の時、役立つかきってなに？」
「ハイ、C くん」
C 児「消火器！」
T「すごい！正解！どうしてわかったの？」
C 児「だって、家にある。」C 子「幼稚園にもあるよ。」
C 太「前に、幼稚園で訓練の時見たよ！」
＜事例7の考察＞
　5，6歳になると生活の場がますます広がり、使用語が
約4〜5千語に達して日常生活に不自由しなくなる。知的
好奇心が旺盛で新しい言葉もどんどん吸収して使うことを
覚える時期である。なぞなぞ遊びや数え歌、語呂合わせな
どの言葉で遊ぶことを楽しみ、文字に親しむゲームやカル
タ、双六遊びなども友達とルールを守りながら遊ぶ楽しさ
を味わう。カード9は学生の作品としては、絵から答えを
導き出すことは難しいが、「パ＋じゃま」という文字の組
み合わせを理解し、その理由も声を合わせて全員で答えて
いる。
　カード10の答え「消火器」は、言葉自体は耳慣れなか
ったものかもしれないが、消防訓練で実演を見たところで
あったため、表面で火を消している姿を見れば、クラスの
誰もが記憶に新しい場面を思い出したのだろう。そこに、
「しょう＋かき」という文字の組み合わせの意味が後付け
に理解されている。先に答えがわかり、そこから文字認識
へと至っており、カード9の事例とは逆の認識過程をたど
っていることがわかる。
カード11
T「問題のカードです。なんだか字が書いてあるね。読
んでみるね。」
A 男「椅子だよ、椅子（と、隣の子につぶやく）
T「椅子は椅子でも、暑いと溶けてしまう椅子ってなん
だ？」
C「アイスクリーム！（と数人が大きな声で答える）」
T「本当？」
C「氷かも！」「こおり！」「アイス！」
T「合っているか、見てみよう。答えは、ジャカジャカ
ジャーン！｣（と言いながら裏返す）
T「アイス！」
C（両手を挙げてやったーと言う子ども、足踏みをして
クラス全体で正解を喜ぶ姿がみられる）
T「なんで、アイスかわかる？」
　事例8　：②③文字機能の理解を促すためのていねいな
　　　　　  働きかけ
　　　　　 T 幼稚園4歳児クラス
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C「溶けるから！溶けるからだよ！」（4,5 人が大きな声
で答える）
T「（答えの『アイス』の文字を指さして）これね、ア・
イスって書いてあるの」
（なぞなぞカードを表に戻してイスの絵を指さして）T
「イス」
　もう一度裏のアイスの文字の『ア』を指さして「ア！」
T「イス」表の椅子を指し示す。
A 男「あっ！水色だからだ！」
＜事例8の考察＞
　この事例は T 幼稚園のなぞなぞカードを使った保育実
践の1枚目の作品である。担任はまず、カードと文字表記
を示した。それにもかかわらず A 男は絵に注目している。
多くの子どもは日頃のなぞなぞ遊びのように、問題を聞い
て、絵に頼らずすぐに「アイスクリーム」と答えた。しか
し、カード11の正しい答えは「アイス（あ、イス）」である。
そこで担任は答えがわかるように、カードを何度もひっく
り返しながら、『椅子』の絵と『ア・イス』とを結びつけ、
指差しを繰り返した。ここで、「記号理解（絵を読む行為）
もしくは記号理解を手かがりとして文字とのつながりを知
る」に「文字による言葉の意味を理解し、文字を組み合せ、
使用へとつなぐ」という文字理解のための機能的作用が加
わってきている。子どもにとっては、言葉の組み立てにつ
いての新たな情報となっていることが考えられる。音声表
現で文節が分かれていることを認知し、そこに「分かれて
聞こえた音が1 つのまとまりで表されている」カードを見
せられて話す・聞くことが読む・書くと関連することを知
る。しかしこのくらいの年齢（4歳児）の子どもにとって、
同じ音声でも表記は異なる、という文字の性質の理解は難
しい。絵の特徴から答えを探り出そうとしている A 男に
見られるように、文字を読めないと一層難しくなる。保育
者のヒントの意図などわかるはずがない。それにもかかわ
らず、保育者はここで文字へ注目するような働きかけを選
んでいる。正答を出すことだけが目的なら違うヒントも出
せるし、最初に子どもが答えた時点でまとめて終ることも
できる。しかし、文字への注目にこだわったという点で、
このカードを通じて子どもに文字機能を伝えようとしてい
ると推察できる。子どもには文字機能の理解更新とはなら
なかったが、新しいことに気づく道筋は示された。なぞな
ぞ遊びによって、言葉の組み立てのルールを学んでいると
いう点で、なぞなぞカードの教材としての有用性が見られ
た。
4　全体考察
（1）保育学生による教材製作からの気づき
　学生は文字環境の「教材」概念や文字環境の社会的媒体
の意味合いを考えずに、なぞなぞカードを制作した。特に
指示がなく「なぞなぞカードを作る」過程で工夫を余儀な
くされたことが、奇しくもそれぞれの教材分類に適合でき
るものを生み出すことになった。そして、子どもの反応や
回答が実体的教材による認識過程のそれぞれの分類項を映
し出し、子どもの注目点の多様性をみることができた。な
ぞなぞカードを通じた子どもの反応はどの場面からも「絵
に注目する」「ヒントの言葉を十分には聞いていない」「文
字にはそれほど注目していない」というように一見、文字
を中心とするところには意識が向いていないように思われ
る。しかしながら「なぞなぞカードからの情報を関連づけ
て『自分の考えを表そう』という意欲」は共通にみられた。
これが文字環境に気づいていくということにつながる。学
生はある対象について断片的な捉えをしていては、全体的
な理解への道筋を見誤る。保育者の様々な面からのアプロ
ーチは、思いつきで出しているものではなく子どもの生活
からかけ離れていないものであること、子どもの状況を考
えながら出しているものであることの理解を促し、実践の
機会を設けて実感できるようにすることが望ましい。例え
ば「あさがお」の例からわかるように、生活場面を意識し
ないような働きかけをすることは避けたい。
　一方で「あ、いす（＝アイス）」「あ、しか（＝あしか）」「は
い、いろ（＝はいいろ）」という答えから、それまでには気
づかない文節の区切りに気づくきっかけとなるような場面
もみられた。
　そういった点からも、なぞなぞカードは言葉の機能を伝
えるには適当な実体的教材と考える。また、子どもにとっ
て言葉の断片的習得が言語理解には通じづらいのと同様
に、発達的観点から「子どもには難しい」捉えも必要であ
るが、一方で実体的教材の側面から、認識を更新させる情
報も含まれている、という捉えができることも大切になっ
てくる。そういった点からもなぞなぞカードは言葉の機能
を伝えるには適当な実体的教材と考える。
（2）子どもに伝えるテクニック
　養成側は、言語を構成している4つの要素と全体の関係
性に、学生が意識できるような指導を工夫する必要がある
だろう。そして、丁寧に言葉を子どもに伝えるテクニック
も教育していく必要があると考える。
　通信媒体の発達により学生は短い言葉を「打つ」ことに
よる表現はできるが、きちんとした言葉の使い方を認識し
たり理解したりしていない。言葉の力は一朝一夕にはつか
ない。まず学生自身が頭の中で言葉を組み立てて、適切な
使い方ができるように、教育環境を整えることが必至であ
る。
　また、今回の保育実践からわかることは、保育者も子ど
もの言葉全体の認識過程を意識はしていないが、子どもの
理解程度をみとって考えの筋道を示したり、解答へのアプ
ローチを示したりしている。これは保育者的判断といえる、
無意識的に反応できる、いわば保育力の一つである。それ
が子どもを無理なく活動に向かわせる。「教材」として成立
しているということである。指導・援助の方法や情報・教
材の用い方を調整して、子どもの主体的行為を誘発すると
いう幼稚園教育の考え方からも離れない。
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　しかし、この中で保育者がヒントの出し方を工夫し続け
ても、正解にたどり着きづらいものもある。それはカード
の内容が子どもの言語理解程度に合っていないのである。
保育者と子どもと実体的教材の三者が噛み合って、一つの
活動に教育的有意性が出る、ということがこの点から理解
できる。保育者として大切にすべき事がらは、子どもが文
字やそれを含む言葉全体が社会的媒体機能であると気づい
ていく過程を理解し、子どもの認識に沿った指導や援助を
することである。
　また、保育を行った担任は2人とも、なぞなぞ遊びのル
ールを理解し、クラス全体で楽しむために、なぞなぞの答
えに至る意味を子どもたちが考えられるように工夫をして
いる。ゆっくり問題を読む、ヒントをいくつかのレベルに
分けて出す、文字をたどりながら答えの確認を丁寧に行う、
といった過程を繰り返すといったことである。その過程で、
子どもたちはその子のレベルで文字と親しみ、言葉を意識
していた。クラス全体や子ども一人に応じた関わりを考え
るということは保育の基本であるが、文字環境の具体的な
関わりから、「言葉のそれぞれの機能の特徴を活かしながら
『子どもたちが理解できる言葉』で伝えていかなければなら
ない」ということを養成側は指導していかなければならな
い。
